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待ちに待った冬休みですね。クリスマスやお正月など楽しいイベントが盛りだくさん

ですが、新型コロナウイルスやインフルエンザ、ノロウイルスといった感染症に気をつ

けなければいけません。すっかり寒くなり、いよいよ冬本番のこの季節、体調管理を心

がけ、元気に新年を迎えましょう。 

 

 

 

 

「つぎの１年」の健康のために 

 今年も残すところ、あと１週間ほどです。いろいろなことが

あった１年でした。自分自身のこころとからだの調子はどうだ

ったでしょうか？元気だった人も、調子をくずしてしまった

人も、今年１年の健康の振り返りをしましょう。そして、来年

は今年以上に健やかに過ごせるといいですね。 

 また、できるだけ、今年の治療は今年のうちに、気持ちよく

新年を迎える準備をしましょう。 

 年明けの１月９日、みなさんの元気な姿を楽しみに待って

います！楽しい冬休みを過ごしてくださいね。 

 

保健委員会の活動 

 

 11月27日の保健委員会では、かぜ予防の話と12月・

1月の保健目標作りをしました。かぜ予防については、

たくさんごはんを食べることと手洗いをすることの大

切さについて話をし、きらきら星の替え歌に合わせてみ

んなで手洗いをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の保健目標 風邪をひかないようにしよう！ 



 

医療的ケアアドバイザー巡回事業 

 

11月22日（水）には、金城大学看護学部の看護師が来校されました。

医療的な配慮を踏まえて教育的に関わることの大切さについてご指導を

いただきました。障害の程度が重い児童生徒が少しでも安楽な状態で授

業に参加するために、教員としてできること、教員・看護師が目指す姿に

ついて理解を深めることができました。 

 

また、11月2９日（水）には、やわたメディカルセンター・リハビリ

テーション科の医師が来校されました。脊柱側彎症の児童生徒に対して

長時間同じ姿勢ではなく体位をこまめに変えて重力の位置をずらすこ

と、立位がとれる児童生徒には立位をとらせることで骨に重力をかけて

骨の成長を促すことについてご指導いただきました。また、医療と教育

の垣根をなくして全員で子どもたちを支えていくことの大切さについ

てもお話しされていました。 

 

参考：東山書房「健康教室2023.12月号」 


